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１.調査概要
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(１)調査目的

生活習慣病の患者を診療する医師の、トクホの制度や商品に関する認知状況を捉える

とともに、患者がトクホを摂取することに対する意識や態度を把握することを目的と

した

(２)調査設計

[調査対象] 生活習慣病関連診療科※の医師
※循環器内科、内分泌内科、代謝内科、糖尿病科、

一般内科・総合診療科

[調査方法] インターネット調査

[調査期間] 2006年8月24日(木)～9月8日(金)

[回答者数] 280人

調査概要
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調査概要

(３)調査項目

Å 認知（制度、表示分類、商品名、効用、関与成分・作用機序）

Å 認知経路（商品名、関与成分・作用機序）

Å 生活習慣病の外来患者数

Å 食事指導の方法

Å 特定の食品の患者への推奨経験、推奨のきっかけ

Å トクホに関する患者からの質問・相談経験の有無、内容

Å 患者がトクホを利用することに対する是非、その理由

Å トクホに関する知りたい情報

Å トクホ全体への意見

Å 属性（性別、年齢、勤務形態、担当診療科、勤務先施設の病床規模、トクホの利用
経験）

(４)実施主体

株式会社プラメド（自主企画調査）
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２.回答者属性
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回答者属性（性別、年齢）

● 性別の内訳は「男性」が84.6％、「女性」が15.4％であった。

● 年齢は40代前半が22.9％で最も多く、次いで40代後半の21.1％で、40代医師が全体の44.0％を占め

ている。
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担当診療科・主診療科
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回答者属性（診療科）

● 「一般内科・総合診療」は回答者全体（280人）のうち、215人が担当しており、そのうち166人が主

診療科であると回答している。

注） 「内分泌内科」と「代謝内科」は、主診療と回答された方が少ないため、本集計上は「その他」へ含めた。
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Q22 回答者の勤務形態
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回答者属性（勤務形態、勤務先病床規模）

● 勤務形態は、病院勤務の医師が「病院勤務（国公立病院）」(32.5％)と「同（私立病院）」(27.5％)

をあわせ、全体の６割を占めている。

● 病床規模では、無床施設（0床）が全体の35.4％を占めている。

Q25 回答者の勤務先施設の病床規模
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３.調査結果の概要
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患者から、トクホについての質問・相談を受けたことは？

●患者から、トクホに関する質問・相談を受けたことのある医師は、回答者全体の６割

（59.3％）。糖尿病科の医師では、８割（79.4％）にのぼる。

●患者からの質問・相談内容の９割（89.8％）は「使用してもかまわないかどうか」の

相談。糖尿病科だけでみると、「使用して効果があるのか」の質問も多い（74.1％）。

患者がトクホを利用することは、良い・悪い？

●患者がトクホを利用することに対して「良い」の回答は9.6％。「どちらかといえば良

い」は66.1％。回答医師の４人に３人が“肯定派”であった。

●患者がトクホを利用することに対して「悪い」の回答は2.1％。「どちらかといえば悪

い」は22.1％。回答医師の４人に１人は“否定派”であった。

調査結果の概要（１）
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患者がトクホを利用することを｢良い･悪い｣とする理由は？

●患者がトクホを利用することを、医師が“肯定”する理由の１位は、「クスリに依存

するのではなく、食事で管理するという患者さんの意識付けになるから」が６割

（61.3％）。次いで「病気と食品（食事）との関係について、患者さんの理解が深ま

るから」（50.9％）。

●患者がトクホを利用することを、医師が“否定”する理由は、「患者さんがトクホで

病気が直るような誤解をしやすいから」（77.9％）と、「患者さんかトクホさえ摂取

していれば、病気が重くならないと勘違いしやすいから」（77.9％）が最も多い理由

となっている。

トクホについて知りたい情報は？

●トクホについて知りたい情報の第１位は、「作用機序（作用メカニズム）」で66.4％。

次いで、「臨床試験の解析結果」（51.1％）、「処方薬剤併用での使用禁忌」

（50.0％）の順となっている。

●知りたい情報のうち「処方薬剤併用での使用禁忌」は、糖尿病科医師（58.8％）と女

性医師（58.1％）が他の医師に比べ、高い。

調査結果の概要（２）
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４.調査結果の詳細
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Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況

22.6

28.3

25.8

7.9

6.1

33.7

37.3

32.6

16.5

15.1

21.9

17.2

22.9

40.1

37.3

21.9

17.2

18.6

35.5

41.6

ヒト臨床試験を通じ、厚生労働省により審査・承認された食品
であること

「お腹の調子を整える」、「食後の中性脂肪を抑える」など、通

常の健康食品やサプリメントでは規制されている「健康への有
用性」が表示できること

医薬品との誤解を避けるため、「高血圧症を改善する食品で
す」など、直接、症状や疾病の改善につながる内容を表示して

はいけないこと

「保健機能食品制度」（平成13年4月制定）以降、錠剤やカプ
セルなどの形状も許可されていること

「若い女性のカルシウム摂取と将来の骨粗鬆症になるリスク
の関係」、「女性の葉酸摂取と神経閉鎖障害を持つ子どもが生

まれるリスクの関係」に関しては、「疾病リスクの低減に資する
旨の表示」が認められていること

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らないn=279
(不明1s除く)

トクホの制度･内容に関する認知

● トクホの制度・内容に関する内容のうち、最も認知度の高かったものは「健康への有用性の表示が

できること」で、次いで「症状や疾病の改善につながる内容を表示していけないこと」、「ヒト臨

床試験を通じた厚労省の審査承認」の順である。

● 一方、「錠剤・カプセル

の形状許可」と「疾病リ

スクの低減に資する旨の

表示」については、７、

８割の医師が「知らな

い」「あまり知らない」

と回答している。
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トクホの制度･内容に関する認知（１）

● 循環器内科の認知率が低い。

● 女性は男性より認知率が高い。

● 概して年配医師で認知率が高い。

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
ヒト臨床試験を通じ、厚生労働省により審査・承認された食品であること
------------------------------------------------------------------
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TOTAL(N=280)

一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=33)

その他(n=43)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
ヒト臨床試験を通じ、厚生労働省により審査・承認された食品であること
------------------------------------------------------------------

22.6

22.0

25.6

18.0

9.8

25.0

18.6

35.3

30.4

50.0

33.7

31.8

44.2

32.0

26.8

31.3

40.7

38.2

34.8

25.0

21.9

22.5

18.6

28.0

31.7

17.2

18.6

17.6

21.7

12.5

21.9

23.7

11.6

22.0
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TOTAL(N=280)

男性(n=236)

女性(n=43)

34歳以下(n=50)

35～39歳(n=41)

40～44歳(n=64)

45～49歳(n=59)

50～54歳(n=34)

55～59歳(n=23)

60歳以上(n=8)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない
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トクホの制度･内容に関する認知（２）

● 循環器内科の認知率が低いが、(1)ほどの隔差

はない。

● 女性は男性より認知率が高い。

● 概して年配医師で認知率が高い。

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「お腹の調子を整える」、「食後の中性脂肪を抑える」など、通常の健康食
品やサプリメントでは規制されている「健康への有用性」が表示できること
------------------------------------------------------------------

28.3

27.1

34.9

24.0

17.1

34.4

27.1

29.4

34.8

50.0

37.3

36.0

44.2
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41.5

31.3
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26.1
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16.3

20.0

19.5
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13.6

17.6

30.4

12.5

17.2
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18.0

22.0

21.9

18.6

5.9

8.7

12.5

TOTAL(N=280)

男性(n=236)

女性(n=43)

34歳以下(n=50)

35～39歳(n=41)

40～44歳(n=64)

45～49歳(n=59)

50～54歳(n=34)

55～59歳(n=23)

60歳以上(n=8)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「お腹の調子を整える」、「食後の中性脂肪を抑える」など、通常の健康食
品やサプリメントでは規制されている「健康への有用性」が表示できること
------------------------------------------------------------------

28.3

28.3

21.6

30.3

32.6

37.3

38.6

32.4

42.4

32.6

17.2

15.7

21.6

18.2

18.6

17.2

17.5

24.3

9.1

16.3

TOTAL(N=280)

一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=33)

その他(n=43)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない



Copyright © 2006 PLAMED Inc. All Rights Reserved. 本報告書内容の無断転載，無断複製を禁じます。

17
トクホの制度･内容に関する認知（３）

● 循環器内科の認知率が低い。

● 女性は男性より認知率が高く（「知ってい

る」の割合）、差も大きい。

● 30代後半医師で認知率が低い。

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
~医薬品との誤解を避けるため、「高血圧症を改善する食品です」など、直

接、症状や疾病の改善につながる内容を表示してはいけないこと
------------------------------------------------------------------

25.8

26.5

13.5

36.4

25.6

32.6

34.3

27.0

33.3

30.2

22.9

20.5

32.4

21.2

25.6

18.6

18.7

27.0

9.1

18.6

TOTAL(N=280)

一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=33)

その他(n=43)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
~医薬品との誤解を避けるため、「高血圧症を改善する食品です」など、直

接、症状や疾病の改善につながる内容を表示してはいけないこと
------------------------------------------------------------------

25.8

23.3

39.5

32.0

17.1

26.6

16.9

29.4

34.8

50.0

32.6

32.6

32.6

32.0

12.2

34.4

40.7

47.1

34.8

22.9

23.7

18.6

20.0

43.9

18.8

25.4

11.8

17.4

12.5

18.6

20.3

9.3

16.0

26.8

20.3

16.9

11.8

13.0

37.5
0.0

TOTAL(N=280)

男性(n=236)

女性(n=43)

34歳以下(n=50)

35～39歳(n=41)

40～44歳(n=64)

45～49歳(n=59)

50～54歳(n=34)

55～59歳(n=23)

60歳以上(n=8)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない
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トクホの制度･内容に関する認知（４）

● その他診療科での認知率が最も低い。

● 女性の方が、男性よりさらに認知率が低い。

● 概して年配医師で認知率が高い。

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「保健機能食品制度」（平成13年4月制定）以降、錠剤やカプセルなどの形状

も許可されていること
------------------------------------------------------------------

7.9

8.9

2.3

2.0

7.3

1.6

6.8

11.8

17.4

62.5

16.5

16.1

18.6

12.0

12.2

14.1

22.0

20.6

26.1

0.0

40.1

38.6

48.8

44.0

39.0

42.2

40.7

47.1

30.4

0.0

35.5

36.4

30.2

42.0

41.5

42.2

30.5

20.6

26.1

37.5

TOTAL(N=280)

男性(n=236)

女性(n=43)

34歳以下(n=50)

35～39歳(n=41)

40～44歳(n=64)

45～49歳(n=59)

50～54歳(n=34)

55～59歳(n=23)

60歳以上(n=8)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「保健機能食品制度」（平成13年4月制定）以降、錠剤やカプセルなどの形状

も許可されていること
------------------------------------------------------------------

7.9

10.2

2.7

9.1

2.3

16.5

16.3

18.9

18.2

14.0

40.1

38.6

37.8

45.5

44.2

35.5

34.9

40.5

27.3

39.5

TOTAL(N=280)

一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=33)

その他(n=43)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない
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19
トクホの制度･内容に関する認知（５）

● 一般内科系と循環器科で「知らない」割合が

多い。

● 女性は「知らない」割合が多い。

● 若い年齢層ほど「知らない」割合が多い。

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「若い女性のカルシウム摂取と将来の骨粗鬆症になるリスクの関係」、「女
性の葉酸摂取と神経閉鎖障害を持つ子どもが生まれるリスクの関係」に関し
ては、「疾病リスクの低減に資する旨の表示」が認められていること

------------------------------------------------------------------

6.1

6.6

5.4

3.0

7.0

15.1

13.9

13.5

21.2

16.3

37.3

34.9

37.8

42.4

41.9

41.6

44.6

43.2

33.3

34.9

TOTAL(N=280)

一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=33)

その他(n=43)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない

Q1 トクホの制度・内容に関する認知状況
------------------------------------------------------------------
「若い女性のカルシウム摂取と将来の骨粗鬆症になるリスクの関係」、「女
性の葉酸摂取と神経閉鎖障害を持つ子どもが生まれるリスクの関係」に関し
ては、「疾病リスクの低減に資する旨の表示」が認められていること

------------------------------------------------------------------

6.1

6.4

4.7

6.0
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50.0

41.6
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46.5

52.0

41.5

42.2

37.3

35.3

43.5

25.0

TOTAL(N=280)

男性(n=236)

女性(n=43)

34歳以下(n=50)

35～39歳(n=41)

40～44歳(n=64)

45～49歳(n=59)

50～54歳(n=34)

55～59歳(n=23)

60歳以上(n=8)

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない
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20
商品名を想起できる表示分類

● 商品名を想起できる表示分類として、最も回答率の高かったのは「食後の血糖値の上昇を穏やかに

する」表示で56.8％。次いで「コレステロールが高めの方に適する」表示(54.3％)、「血圧が高め

の方に適する」表示(51.4％)と続き、この３分類は商品名の想起率が５割を超えている。

● 『ヘルシア緑茶』など商品名の認知率が高い「食後の血中中性脂肪が上昇しにくい、～」表示は、

約３割(30.7％)にとどまり、効果が誤認されていると想像される。

Q2 商品名を想起できる表示分類
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21
商品名を想起できる表示分類（性別）

● ほとんどの表示分類において女性が男性の想起率を上回る。

● 「食後の血中中性脂肪が上昇しにくい、または身体に脂肪がつきにくい」表示は、男女間の差が大

きい。

Q2 商品名を思い出せる表示分類
（性別）
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22
商品名を想起できる表示分類（年代別）

● 全体的に、年代別の商品想起率に大きな差がない。

● 唯一「コレステロールが高めの方に適する」表示については、若い医師ほど想起率が高いのが顕著。

Q2 商品名を思い出せる表示分類
（年代）
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TOTAL(N=280)
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23
商品名を想起できる表示分類（主診療科別）

● 糖尿病科の医師は、「食後の血糖値の上昇を穏やかにする」表示における商品想起率が、他の診療

科医師に比べ、突出して高い。

Q2 商品名を思い出せる表示分類
（主診療科）
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TOTAL(N=280)



Copyright © 2006 PLAMED Inc. All Rights Reserved. 本報告書内容の無断転載，無断複製を禁じます。

24
認知する商品名

● 調査項目にあげた２５の商品名の

うち認知率のトップは『ヘルシア

緑茶』で、約８割(77.1％)の医師

が 「聞いたことがある（見たこ

とがある）」と回答している。２

位は『キシリトールガム』

(75.4％)で、この２銘柄のみ、認

知率が７割を超えている。

● 『黒烏龍茶』は、８月末から９月

初旬にかけて実施した本調査時点

での認知率が６割を超えており

(60.7％)、今年５月に発売された

ことを考慮に入れると、高い認知

率を獲得しているといえる。

Q3 認知商品名
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25
認知する商品名（性別）

● ほぼすべての商品名で、女性の認知率は男性に比べて高い。

● 男女間で認知率の差が大きい商品名は『金のつぶほね元気』『オールブラン』『エコナクッキング

オイル』『健康サララ』など食卓に上がる商品に多く、一方、飲料系商品は男女差が少ない。

（女性優位＝ホームユース、男女僅差＝パーソナルユース）

Q3 認知商品名
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26
認知する商品名（年代別）

● 全体的に、39歳以下の若い医師ほど、認知率が高い。

● 特に顕著なのは『カルシウムパーラー』で、認知率が39歳以下医師で５割近いにもかかわらず、50

歳以上では１割に満たない。

Q3 認知商品名
（年代）
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0.
8
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6
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.4
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63
.1
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.0
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.2
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.3
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.8
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.1

9.
2
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.5
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.1
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.5

7.
7

6.
2
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5
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茶
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ォ
ー
タ
ー
（
花
王
）

健
茶
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ラ
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茶
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ク
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コ
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ス
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キ
リ
ン
ウ
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ー
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食
物
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ん
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の
お
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し
い
水
（
ハ
ウ
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食

品
）

賢
者
の
食
卓
（
大
塚
製
薬
）

上
記
の
中
に
は
、
ひ
と
つ
も
な
い

(%)

39歳以下(n=92)

41～49歳(n=123)

50歳以上(n=65)

TOTAL(N=280)
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認知する商品名（主診療科別） ※認知率上位１３商品のみ

● 「食後の血糖値の上昇を穏やかにする表示」商品である『蕃爽麗茶』『健茶王』『グルコケア』の

認知率は、糖尿病科の医師が他の診療科の医師に比べ、顕著に高い。

● 一方、「血圧が高めの方に適する表示」の『アミールＳ』の認知率は、循環器内科の医師において

特に高いわけではない。
Q3 認知商品名
（主診療科）
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茶
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ォ
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茶
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（
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造
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金
の
つ
ぶ
ほ
ね
元
気
（
ミ
ツ
カ
ン
）

グ
ル
コ
ケ
ア
（
大
正
製
薬
）

(%)
一般内科・総合診療(n=166)

循環器内科(n=37)

糖尿病科(n=34)

その他(n=43)

TOTAL(N=280)
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商品名の認知経路

● 商品名の認知経路の質問では、「テレ

ビ番組･ＣＭ」が最も多く、すべての商

品名で５割を超えている。次いで

「スーパーなどの店頭」が多く、この

２つの認知経路でほぼ７割以上を占め

る結果となっている。

● 『ピュアセレクトサラリア』、『蕃爽

麗茶』と、評価数（回答者数）が少な

いため参考値ではあるが『ディフェ』

の３銘柄は、他の商品名に比べて「学

会」の割合が多いのが、特徴である。

Q4 商品名の認知経路

56.7

70.2

67.8

58.3

52.6

50.7

57.3

50.0

55.7

63.5

57.4

19.4

15.5

15.1

22.9

10.5

39.4

25.0

35.7

19.5

24.7

27.3

7.3

6.0

5.3 5.3 5.3 21.1

8.7

6.2

12.5

7.5

7.1

健康サララ（味の素）n=67

ヘルシーリセッタ（日清オイリオ）n=84

エコナクッキングオイル（花王）n=146

ピュアセレクトサラリア（味の素）n=48

ディフェ（キユーピー）n=19

食事と一緒に十六茶（アサヒ飲料）n=71

健茶王（カルピス）n=96

颯爽（日本コカコーラ）n=28

蕃爽麗茶（ヤクルト本社）n=149

黒烏龍茶（サントリー）n=170

ヘルシア緑茶（花王）n=216

(%)

テレビ番組・CM スーパーなどの店頭

一般新聞の記事・広告 一般雑誌の記事・広告

医学系新聞・専門誌の記事・広告 インターネットの健康関連サイト

インターネットの製造・販売企業のサイト 家族

患者さん 同僚医師・コメディカル

学会 その他
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トクホ商品の効用認知

● 商品別の効用認知率が最も高かったの

は『エコナクッキングオイル』で、

「知っている」と「まあ知っている」

を合わせ、約９割(87.7％)の医師が認

知している。

● 評価数（回答者数）の少ない『ディ

フェ』を除くと、『エコナクッキング

オイル』に次ぐ認知率は『ヘルシーリ

セッタ』の約８割(78.6％)、次いで

『蕃爽麗茶』が約７割(71.1％)と続く。

● 『蕃爽麗茶』は「知っている」の割合

だけであれば、最も高い認知度

(32.2％)であり、他の銘柄に比べて効

用を詳しく認知している医師が多い、

と推察される。

Q5 トクホ商品の効用認知状況

14.9

26.2

31.5

27.1

47.4

16.9

22.9

3.6

32.2

20.6

18.1

44.8

52.4

56.2

35.4

21.1

35.2

34.4

32.1

38.9

38.8

44.9

28.4

17.9

9.6

22.9

26.3

32.4

34.4

46.4

20.8

34.1

26.9

11.9

3.6

2.7

14.6

5.3

15.5

8.3

17.9

8.1

6.5

10.2

健康サララ（味の素）n=67

ヘルシーリセッタ（日清オイリオ）n=84

エコナクッキングオイル（花王）n=146

ピュアセレクトサラリア（味の素）n=48

ディフェ（キユーピー）n=19

食事と一緒に十六茶（アサヒ飲料）n=71

健茶王（カルピス）n=96

颯爽（日本コカコーラ）n=28

蕃爽麗茶（ヤクルト本社）n=149

黒烏龍茶（サントリー）n=170

ヘルシア緑茶（花王）n=216

(%)

知っている まあ知っている あまり知らない 知らない



Copyright © 2006 PLAMED Inc. All Rights Reserved. 本報告書内容の無断転載，無断複製を禁じます。

30
関与成分･作用機序の認知

● 関与成分・作用機序の認知では、「関

与成分・作用機序ともに知っている」

の割合が20％を超える銘柄は『ヘル

シーリセッタ』、『ピュアセレクトサ

ラリア』、『エコナクッキングオイ

ル』、『蕃爽麗茶』の４商品だけで

あった。

● 『ヘルシア緑茶』と『健康サララ』の

２商品は、「関与成分は知っているが

作用機序は知らない」に対して「関与

成分･作用機序ともに知っている」の割

合が、上記の４商品に比べ低く、作用

機序の認知が低い結果となっている。

Q6 トクホ商品の関与成分・作用機序の認知状況

12.5

25.8

22.7

23.3

13.5

16.4

20.8

6.9

14.0

45.0

27.3

26.6

36.7

29.7

29.1

28.3

30.7

41.2

42.5

47.0

50.8

40.0

56.8

54.5

50.9

62.4

44.9

健康サララ（味の素）n=40

ヘルシーリセッタ（日清オイリオ）n=66

エコナクッキングオイル（花王）n=128

ピュアセレクトサラリア（味の素）n=30

食事と一緒に十六茶（アサヒ飲料）n=37

健茶王（カルピス）n=55

蕃爽麗茶（ヤクルト本社）n=106

黒烏龍茶（サントリー）n=101

ヘルシア緑茶（花王）n=136

(%)

関与成分・作用機序ともに知っている

関与成分は知っているが作用機序は知らない

関与成分・作用機序ともに知らない
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Q7 トクホ商品の関与成分・作用機序の認知経路
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(%)
（参考値）12銘柄TOTAL

関与成分･作用機序の認知経路（参考）

● 調査項目１２商品の「関与成分・作用機序の認知経路」を加重平均で算出したものが、以下の分布

である（個別商品ごとの認知経路は集計数が少ないため、割愛した）。

● 商品名の認知経路に比べ、関与成分･作用機序の認知経路は「学会」の割合が高いのが特徴である

（あくまでも参考値として）。




